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わたしたちは福祉活動を応援しています

村本建設株式会社
東北支店

宮城県仙台市青葉区五橋 2 - 1 1 - 1
TEL 022-711-5370　FAX 022-711-5375

支店長　籏　持　幸　弥

http://www.muramoto.co.jp 仙台営業所　〒981－3133  宮城県仙台市泉区泉中央1－7－1 SWINGビル6F　TEL：022－395－9711 FAX：022－395－9712

　広告のご提供をいただきました業者様等
におかれましては、平素より本会の事業運
営に対し、多大なるご支援・ご協力を賜って
おります。広告における収入は、広報紙のよ
り一層の充実に活用させていただきます。
　温かい善意に心より感謝申し上げます。

【お問い合わせ】 
社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 
総務企画課　ＴＥＬ 0229－21－0550

ＦＡＸ 0229－24－1158

ご支援、ご協力
ありがとうございます。

東通インテグレート株式会社
創業57周年　ICTオフィスを強く、
　　　　　　 その先のお客様に満足を。

私たちはご提案いたします。
ITで実現する－経営の見える化・コスト削減・業務の効率化

〒984-8651 仙台市若林区卸町二丁目11番5号
総合受付センター　　　（022）232-4491　FAX（022）232-4477
お客様サポートセンター （022）232-4494（修理・メンテナンス等のご相談）
http://www.totsug.co.jp　　　　　　本支店／仙台・東京・大阪・福島・郡山　

東通

東通 IT 検索 →

編集製作／社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会

製作協力／株式会社大崎タイムス社

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目５－１
　　　　　　 大崎市古川保健福祉プラザ（fプラザ）内
TEL 0229（21）0550　FAX 0229（24）1158
URL　http://www.osaki-shakyo.com
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齢
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縁
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　広い会場でたくさんの遊びをお友達や地域の方と一緒に楽しみましょう
■日　時：平成27年2月14日㈯　午前10時〜午後1時
■場　所：大崎市鹿島台鎌田記念ホール
■対象者：鹿島台にお住まいの子どもから大人まで
■参加費：無料
■申込方法：特に必要ありません。当日皆さんの参加を
　　　　　　お待ちしています!
■注意事項：会場は暖房設備がありません。上靴と寒くな
　　　　　　い格好で来て下さい。
お問合せ：鹿島台支所 TEL 56-9413

『地域福祉活動推進者育成研修』
～ 一人ひとりの“できる”で支え合う地域とは ～古　川

松山支所職員全体研修会『救急救命講習会』松　山
　松山支所では職員の資質向上を目的として、職員全
体研修会を年間数回開催しています。
　12月26日㈮、本年度3回目として行った研修会で
は、古川消防署志田分署のかたのご指導のもと『救急
救命講習会』を開催しました。
　本講習会では、心肺蘇生法やAEDの使用につい
て、演習を交えながら手順や使用方法を学びました。
　今後も地域の皆さまや介護保険サービス等をご利
用の皆さまの安心・安全に努めてまいります。

『福祉のつどい』ご案内三本木
　三本木地域では、地域福祉推進委員会に「福祉の
つどい」実行委員会を設置し、各種団体の協力のも
と、日頃の活動や成果をＰＲしながら広く地域住民活
動への理解と参加を呼びかけることを目的に、第2回
三本木「福祉のつどい」を開催します。
　また、併せて社会福祉協議会三本木支所の発展に
ご支援いただいた方々、地域の福祉活動の向上に貢
献いただいた方々に対し、感謝状の贈呈を行います。
　寒い時期ではありますが、多くの皆様のご参加をお待ちしております。
■時　間：平成27年2月28日㈯　午前10時〜午後2時
■会　場：三本木保健福祉センター（ふれあいホール他）
■内　容：式典・アトラクション・団体活動展示・体験コーナー・
　　　　　餅つき・豚汁・喫茶・販売・ゲーム・お楽しみ抽選会 他
お問合せ：三本木支所 TEL 52-2929

地域のあたたかい“まごころ”とどけます
ふれあい昼食サービス岩出山

　当支所では、毎月第2・第4木
曜日に地域の高齢者世帯を対象
に昼食の宅配サービスを行ってお
ります。平成27年1月8日㈭の宅
配では、歳末たすけあい配分事
業としていつもとは一味違う「お
正月特別弁当」をお届け致しました。
　また、平成27年3月12日㈭も同様に歳末たすけあい配分事業として「お雛祭り
特別弁当」の配達を予定しております。

　正月恒例の餅つきを、杵の動き
と、返し手のかけ声に合わせて
利用者さんの皆さんからも温か
い声援が送られ、活気にあふれ
た餅つきとなりました。
　ついた後は、皆さんであんこ
餅、納豆餅にして美味しく頂きました。
　利用者さんから「杵でついた餅はやっぱり美味しいね～」と昔を懐かしむかの
ように食べられていました。（毎年もち米を、ご寄附を頂いている大尺集落協定の
皆さんに、本当に美味しいお餅を頂く事ができました。ありがとうございます。）

正月恒例の餅つき開催
鳴子でデイサービスセンター鳴　子

新春の書き初め敬風園

お申込み・お問合せ：古川支所 TEL 23-7400・23-4857

第２回『キッズフェスティバル鹿島台』開催のお知らせ鹿島台

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 職員厚生課

職　　種

勤 務 地

保健師・看護職員・介護職員・
ケアマネジャー・ホームヘルパー

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目5-1（大崎市古川保健福祉プラザ 3階）

◆

◆

福祉の職場で働きたい方を
募集しています。
お気軽にお問い合わせ下さい。職員募集

☎ 0229-21-0550

•保 健 師……保健師資格
•看護職員……看護師資格（看護師・准看護師）
•介護職員……特になし
•ケアマネジャー……介護支援専門員資格
•ホームヘルパー……ホームヘルパー2級以上

詳細については、当会給与規程に基づき決定い
たします。
パートタイムでの勤務可
※勤務時間等、相談に応じます。

不　問
電話連絡の上、履歴書・資格証（写し）を送付ください。

応 募 条 件

待　　　遇

年齢／性別
応　　　募

◆

◆

◆
◆

※なお、勤務地については相談により決定いたします。

•地域包括支援センター（大崎市／古川・岩出山・田尻）※保健師
•特別養護老人ホーム 敬風園（大崎市鹿島台）
•特別養護老人ホーム 楽々楽館（大崎市古川）
•短期入所生活介護施設 楽々楽館（大崎市古川）
•通所介護事業所（デイサービスセンター）（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子地域）
•訪問介護事業所等（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子・田尻地域）
•生活介護事業所（大崎市鹿島台）
•共同生活援助事業所（大崎市／古川・鹿島台地域）
•居宅介護支援事業所

本宮製麺　本宮　仁一 様

衣川　攻 様

平
成
26
年
度 

お
お
さ
き
福
祉
の
心
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
：
社
会
福
祉
法
人 

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
催
：
社
会
福
祉
法
人 

宮
城
県
共
同
募
金
会

後
援
：
大
崎
市
・
大
崎
市
教
育
委
員
会
・
㈱
大
崎
タ
イ
ム
ス
社

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　「
助
け
合
い
と
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
崎
市
立
松
山
中
学
校
　
三
年
　
髙
　
橋
　
華
　
純

　「
危
な
い
で
す
よ
。」

私
は
こ
の
一
言
が
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
の
不
自
由
な
女
性
が
歩
行
者
信
号
が
赤
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

私
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
だ
と
思
い
、
そ
の
女
性
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

「
あ
ぶ
な
い
で
す
よ
。
止
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
大
き
な
声
で
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
か
な
か
勇
気
が
出
ず
、
言
い
に

く
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
女
性
は
、
横
断
歩
道
を
渡
る
一
歩
手
前
で
、
自
動
車
が
通
過

す
る
音
に
気
づ
き
、
渡
ら
ず
に
止
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、
安
心
し
ま
し
た
。
も
し
も
、

そ
の
女
性
が
、
そ
の
ま
ま
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、
大
き
な
事
故
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
ら
、
私
は
一
生
、
声
を
か
け
な
か
っ
た

こ
と
を
後
悔
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
助
け
合
い
に
は
勇
気
が
必
要
で
す
。
人
を
助
け
た
り
、
支
え
た
り
、
思
い
や
る
と
き
、

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
行
動
に
う
つ
す
勇
気
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
気
持
ち
は
相
手
に
伝

わ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、「
助
け
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、勇
気
が
出
ず
、

行
動
に
う
つ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
は
、
勇
気
を
持
っ
て
気
持
ち
を
行
動

に
示
す
こ
と
で
、
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
私
も
、
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気

を
出
し
て
、
人
を
助
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
行
動
す
る
。」

こ
れ
も
、
助
け
合
い
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
私
は
、
小
学
生
の
時
、
学
校
の
授
業
で
「
白

杖
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。
目
を
隠
し
て
白
杖
を
使
い
、
道
を
歩
き
ま
し
た
。
友
達

に
補
助
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ま
っ
す
ぐ
進
む
こ
と
さ
え
難
し
く
、
物
に
ぶ
つ
か

ら
な
い
か
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
聞
こ
え
る
音
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
白
杖
だ
け
を
頼

り
に
、
一
歩
一
歩
確
か
め
る
よ
う
に
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
し
た
た
め
、
あ
の
目

の
不
自
由
な
女
性
の
気
持
ち
が
少
し
だ
け
で
す
が
理
解
で
き
た
の
で
す
。
あ
の
女
性
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
た
と
き
、
信
号
が
赤
だ
と
い
う
こ
と
を
誰
か
が
教
え
て
く
れ
た
ら

助
か
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
声
を
か
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
助
け
合
い
は
、

お
互
い
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
助
け
合
い
。
そ
れ
は
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
宝
物
で
す
。
助
け
合
い

が
な
け
れ
ば
人
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
困
っ
た
こ
と
が
起
き
、
一
人
で
は
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
場
合
、
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
を
助
け
た
り
、
人
か
ら
助
け
ら
れ
る
こ
と
の
繰
り

返
し
が
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
く
し
ま

す
。
私
も
、
誰
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
ら
、
次
は
自

分
が
誰
か
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

「
助
け
合
い
」
と
い
う
、
大
切
な
宝
物
を
、
百
年
後
、

千
年
後
の
人
々
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

【
福
祉
作
文
の
部
】
中
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞

〈
敬
称
略
〉

「いま自分たちが暮らす地域にどのような課題があるのか」「誰もが住みよいま
ちとはどのようなまちか」などを一緒に考えてみませんか。
■日　時：平成27年2月18日㈬・19日㈭　13:00〜16:00

※2日間とも同じ内容ですので、都合の良い日程での参加をお願いします。
■場　所：大崎市古川保健福祉プラザ2階（多目的ホール）
■対象者：民生委員、行政区長、NPO団体、ボランティア活動
　　　　　や地域福祉推進に関わりのある方、行政機関、
　　　　　社会福祉協議会職員等
■内　容：講義・演習「誰もが豊かに暮らせる地域を創ろう
　　　　　　　　　　　〜課題の理解と展開方法を学ぶ〜」
　　　　　講　　 師　ご近所福祉クリエーター　酒井　保 氏
■申込期限：平成27年2月10日㈫　※電話にて申込み下さい

　1月4日㈰、敬風園では、年の
初めをお祝いし、書初めを行いま
した。日頃書道クラブで練習され
ている方や、手の不自由な方も職
員の手を借りながら一生懸命書
いてくださいました。参加者は今
年の干支である「ひつじ」の字を
お題に、出来上がった作品を眺めながら「上手に書けました。」と満足された様
子で話されていました。


